
　

崇
教
真
光
（
す
う
き
ょ
う
ま
ひ
か

り
）っ
て
ご
存
知
で
す
か
。「
真
光
の
業
」

と
呼
ば
れ
る
手
か
ざ
し
で
魂
を
浄
化

す
る
新
興
宗
教
で
す
。
創
設
者
は
岡

田
光
玉
氏
。
昭
和
五
十
九
年
、
高
山

市
に
総
本
山
を
建
立
し
ま
し
た
。

基
本
理
念
は
世
界
平
和
の
実
現
で

す
。手
か
ざ
し
で
魂
を
浄
め
る
と「
健

（
無
病
化
）」「
和
（
無
対
立
）」「
富

（
脱
貧
）」
の
三
つ
が
揃
い
、
人
に

も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
た
「
神
性
」

が
復
活
す
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

春
と
秋
に
は
大
祭
が
行
わ
れ
、
世
界

中
か
ら
信
者
や
参
拝
者
が
高
山
市
に
押

し
寄
せ
ま
す
。キ
リ
ス
ト
教
の
バ
チ
カ
ン
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
メ
ッ
カ
の
よ
う

に
、
宗
教
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
で
す
。

手
か
ざ
し
に
違
和
感
を
覚

え
る
方
は
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
手
か
ざ
し
を
行
う
た
め

に
は
拝
み
霊
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
拝
み
霊
は
三

日
間
の
初
級
研
修
で
誰
で
も

取
得
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

高
山
市
に
本
山
を
構
え
て

四
十
二
年
の
崇
教
真
光
。
他

の
新
興
宗
教
同
様
、
色
眼
鏡

で
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
り
、
地
域
社

会
と
の
協
働
や
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
で
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
一
例
が
高
山
市
と
の
避
難
所
利
用
協
定

で
す
。
高
山
市
と
崇
教
真
光
は
令
和
二

年
十
月
に
協
定
を
締
結
。
災
害
時
に
崇

教
真
光
の
第
二
神
殿
の
一
部
を
避
難
所

に
利
用
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

第
二
神
殿
は
八
千
人
が
収
容
で
き

る
巨
大
施
設
で
す
。
令
和
二
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
神
殿
は
檜
で
作
ら
れ
、

内
装
に
は
楢
や
杉
の
木
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
飛
騨
の
匠
を
呼
ば
れ
る
名

工
た
ち
が
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
特

長
で
す
。
敷
地
内
に
太
陽
光
発
電
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
導
入
し
、

水
素
発
生
装
置
で
生
成
し
た
水
素

を
貯
蔵
す
る
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
施
設
で
す
。

第
二
神
殿
は
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
。
一
階
に
あ
る
神
殿
に
は
八
千
人

が
座
れ
る
木
製
の
長
椅
子
が
ぎ
っ
し

り
と
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
舞
台
の

祭
壇
に
は
創
設
者
の
写
真
。
壮
大
な

ス
ケ
ー
ル
感
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

案
内
役
は
白
装
束
姿
の
女
性
ス
タ
ッ

フ
。
崇
教
真
光
の
教
義
や
行
事
、
第
二

神
殿
の
特
長
な
ど
を
懇
切
丁
寧
に
説
明

し
て
く
れ
ま
す
。
見
学
者
の
質
問
に
も

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

説
明
に
よ
る
と
、
第
二
神
殿
の
後
方

で
は
、
世
界
総
本
山
の
改
修
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
第
二
神
殿
の
八
千
人
を

上
回
る
九
千
人
を
収
容
で
き
る
巨
大
施

設
で
す
。
来
年
十
月
に
完
成
予
定
で
す
。

「
世
界
総
本
山
が
完
成
し
た
ら
、

第
二
神
殿
は
多
目
的
施
設
と
し
て

市
民
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

災
害
時
の
救
護
施
設
に
活
用
さ
れ

た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
で
き
ま
す
」（
ス
タ
ッ
フ
）。

カ
ル
ト
体
質
や
錬
金
術
が
批
判
さ

れ
が
ち
な
新
興
宗
教
。
吉
野
川
市
の

幸
福
の
科
学
は
市
に
ト
イ
レ
整
備
の
寄

付
を
行
い
ま
し
た
が
、
崇
教
真
光
の

よ
う
に
地
域
と
協
働
す
る
公
益
活
動

は
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

職
員
の
長
時
間
労
働
問
題
で
徳
島
労
基
署
が
立
入
調
査
を
行
っ
た
徳
島
商
工
会
議
所
。
管
理
職
の
課
長
が
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
「「
名
ば
か
り
課
長
」」
問
題
が
改
善
さ
れ
、
四
月
か
ら
課
長
に
も
残
業
代
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
民
間
団
体
で
あ
る
徳
島
県
漁
連
の
製
氷
・
冷
凍
施
設
の
更
新
に
公
金
を
投
入
す
る
の
か
」
と
疑
問
を
呼
ぶ
（
公
財
）
徳
島
県
漁
業
振
興
基
金
。
四
月
末
に
設
計
業
者
選
定
の
入
札
公
告
。
予
算
は
七
、六
五
四
万
円
。
財
源
は
三
十
六
億
円
の
基
金
か
ら
取
り
崩
し
た
十
二
億
円
。
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飛
騨
高
山
の
宮
川
の
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ

に
、
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
映
え
る
朱
色
の
高

欄
。
高
山
市
の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
る
「
中

橋
」
で
出
会
っ
た
の
が
今
回
の
街
角
美
人
。

　

ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
と
旅
行
中
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
女
性
。さ
わ
や
か
な
風
に
吹
か
れ
、

古
い
町
並
み
の
風
情
を
楽
し
ん
で
い
た
。

「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
！
」
と
言
い
な
が
ら
写

真
を
撮
り
、
目
を
輝
か
せ
て
高
山
の
す
ば

ら
し
さ
を
語
る
彼
女
は
、
北
欧
の
女
性
ら

し
く
透
き
通
っ
て
抜
け
る
よ
う
な
白
い
肌
。

不
躾
で
は
あ
る
が
視
線
が
釘
付
け
に
な
る

ほ
ど
だ
。
二
十
代
後
半
と
思
わ
れ
る
が
、

美
し
い
ブ
ロ
ン
ド
ヘ
ア
の
三
つ
編
み
が
可

愛
ら
し
く
清
々
し
い
美
女
だ
っ
た
。

再
選
出
馬
確
実
な
加
美
市

再
選
出
馬
確
実
な
加
美
市

長
、
出
現
す
る
か
対
立
候
補

長
、
出
現
す
る
か
対
立
候
補

加
美
市
長
は
正
式
表
明
は

ま
だ
だ
が
、
再
選
出
馬

は
確
実
だ
。
六
月
市
議
会
で
表

明
す
る
と
見
ら
れ
る
。
対
抗
馬

に
市
議
の
名
前
が
取
り
沙
汰

さ
れ
た
が
、
四
月
市
議
選
後
に

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

　

加
美
市
長
は
元
市
職
員
。
副

市
長
時
代
に
市
長
選
に
出
馬
。

三
つ
巴
の
選
挙
を
制
し
て
初
当

選
し
た
。
地
元
は
穴
吹
町
。
専

修
大
商
学
部
卒
。
市
職
員
時
代

は
財
政
課
長
や
政
策
監
を
歴
任

し
た
政
策
通
だ
。

　

一
期
目
の
市
政
運
営
は
、
前

市
政
が
着
手
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
承

を
ベ
ー
ス
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
人

口
減
少
や
超
高
齢
化

対
策
、
国
や
県
と
協

調
し
た
「
美
馬
市
強
靭

化
」
に
取
り
組
ん
だ
。

完
成
し
た
新
し
尿
処
理
施

完
成
し
た
新
し
尿
処
理
施

設
、「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
み
ま

設
、「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
み
ま

か
）」
で
地
域
経
済
活
性
化

か
）」
で
地
域
経
済
活
性
化

前
市
政
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
継

承
で
は
、
懸
案
の
し
尿
処

理
場
が
完
成
し
た
。
つ
る
ぎ
町

と
構
成
す
る
吉
野
川
環
境
整
備

組
合
の
施
設
。
老
朽
化
し
た
施

設
を
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

と
し
て
新
し
く
整
備
し
た
。

　

処
理
す
る
の
は
美
馬
市
と
つ

る
ぎ
町
の
住
民
が
排
出
す
る
し

尿
と
浄
化
槽
汚
泥
。
最
新
の
処

理
方
式
を
導
入
。
環
境
に
配
慮

し
た
施
設
が
誕
生
し
た
。
運
営

は
ク
ボ
タ
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
委
託
す
る
。

地
域
経
済
活
性
化
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
み

ま
か
）」
の
運
用
を
開
始

し
た
。
市
内
加
盟
店
だ
け

で
使
え
る
電
子
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
。
市
民
に
カ
ー
ド

を
配
り
、
買
い
物
等
で
お

金
を
循
環
さ
せ
る
。

　

導
入
か
ら
昨
年
末
ま

で
の
決
済
額
は
累
計
で

二
十
億
三
千
八
百
万
円

を
超
え
た
。
カ
ー
ド
が
使

え
る
の
は
市
内
約
二
百
五

十
店
舗
。
行
政
主
導
の
デ

ジ
タ
ル
地
域
通
貨
が
市
民

生
活
に
定
着
し
て
い
る
。

　
「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
み
ま

か
）」
は
物
価
高
騰
対
策
に

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
国
の

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
財

源
と
し
て
、
市
民
一
人
に
つ

き
、「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
み

ま
か
）」
ポ
イ
ン
ト
一
万
二

千
円
分
が
付
与
さ
れ
た
。

正
規
職
員
全
員
が
防

正
規
職
員
全
員
が
防

災
士
資
格
取
得
、
広
が

災
士
資
格
取
得
、
広
が

る
防
災
意
識

る
防
災
意
識

防
災
対
策
で
は
市
職
員
の

防
災
士
資
格
取
得
を
推

進
し
た
。
防
災
士
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
防
災
士
機
構
の
認
定
資

格
。
災
害
時
は
救
助
・
救
命
活

動
、
平
時
は
防
災
意
識
の
啓
発

や
防
災
訓
練
等
に
取
り
組
む
。

美
馬
市
は
令
和
三
年
度
か
ら

取
得
率
百
％
を
目
指
し
、
職
員

に
研
修
を
行
っ
た
。
今
年
二
月
、

市
長
を
は
じ
め
正
規
職
員
三
三

六
人
全
員
が
資
格
を
取
得
。
市

職
員
と
防
災
士
の
二
刀
流
職
員

が
活
躍
し
て
い
る
。

　

市
民
の
健
康
増
進
策
で

は
、
み
ま
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
み
ま
コ

ン
）
が
好
評
だ
。
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
は
心
身
の
状
態

を
整
え
る
た
め
に
必
要
な
睡

眠
、
栄
養
、
運
動
等
の
総
称
。

　

美
馬
市
で
は
ト
レ
ー
ナ
ー

資
格
を
持
つ
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
九
週
間
の
「
み
ま
コ

ン
」
を
開
催
。
肩
こ
り
対
策

な
ど
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
市
民
が
参
加
し
て
い

る
。
参
加
料
は
無
料
だ
。

再
生
さ
れ
る
空
き
家
、

再
生
さ
れ
る
空
き
家
、

う
だ
つ
の
町
並
み

う
だ
つ
の
町
並
み

観
光
戦
略
で
は
、
う

だ
つ
の
町
並
み
に

複
合
施
設
「
う
だ
つ
未

来
館
」
が
令
和
六
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
空
き
家
を
改

修
し
、
パ
ン
工
房
や
起
業

希
望
者
が
試
験
出
店
で
き

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

等
に
再
生
し
た
。

　

う
だ
つ
の
町
並
み
は
脇

町
に
あ
る
明
治
時
代
の
伝

統
的
建
造
物
。
同
市
を
代

表
す
る
観
光
拠
点
だ
。
継

承
さ
れ
た
歴
史
文
化
資
源

を
新
し
い
発
想
で
進
化
さ

せ
、
観
光
交
流
戦
略
に
活
用
し

て
い
る
。

　

史
跡
を
活
用
し
た
公
園
整
備

も
進
ん
で
い
る
。
美
馬
町
の
郡

里
廃
寺
跡
（
こ
う
ざ
と
は

い
じ
あ
と
）
史
跡
公
園
だ
。

郡
里
廃
寺
は
約
千
三

百
年
前
に
建
立
さ
れ

た
徳
島
県
最
古
の
寺

院
。
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　

計
画
で
は
塔
跡
の
礎

石
を
復
元
し
、
遺
構
の

立
体
表
示
や
周
遊
路
を
整

備
す
る
。
今
年
秋
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
だ
。
自
然

豊
か
な
環
境
で
遺
跡
見
学

や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
散
策
が

楽
し
め
る
と
い
う
。

　

農
業
振
興
で
は
「
次

世
代
に
つ
な
ぐ
農
地
リ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
。
農
地
バ
ン
ク
を
構

築
し
、
農
地
と
農
業
担
い

手
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
な
ど
、
耕
作
放
棄
地
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

住
民
対
応
問
わ
れ
る
新

住
民
対
応
問
わ
れ
る
新

ご
み
処
理
施
設

ご
み
処
理
施
設

一
期
四
年
間
で
ま
ち
づ

く
り
を
前
進
さ
せ
た

加
美
市
政
だ
が
、
懸
案
も
あ

る
。
新
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
事
業
だ
。
阿
波
市
と
の
境

に
近
い
脇
町
西
赤
谷
で
計
画

を
進
め
る
が
、
市
民
の
反
対

運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

処
理
方
式
は
ご
み
を
燃

や
さ
な
い
発
酵
乾
燥
方
式
。

阿
波
・
上
板
、
小
松
島
・

勝
浦
が
広
域
整
備
す
る
処

理
方
式
と
同
じ
。
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
発
生
し
な
い
が
、

自
治
体
で
の
実
績
が
少
な

い
の
が
不
安
材
料
だ
。

　

市
長
選
出
馬
が
取
り
沙
汰
さ

れ
た
市
議
は
新
ご
み
処
理
施
設

反
対
の
急
先
鋒
だ
っ
た
。
は
た

し
て
ご
み
処
理
施
設
が
市
長

選
の
争
点
に
な
る
の
か
。「
ご

み
を
制
す
る
者
は
ま
ち
を
制

す
」
と
い
う
格
言
が
加
美
市
長

に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

　

現
職
が
再
選
す
る
か
、
対
抗
馬
が
出
現
す
る
か
。
九
月

十
三
日
投
開
票
の
美
馬
市
長
選
。
加
美
一
成
市
長（
六
八
）

は
六
月
議
会
で
再
選
出
馬
を
表
明
予
定
。
対
抗
馬
と
噂
さ

れ
た
市
議
は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
模
様
だ
。
前
市
長
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
継
承
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
加
美
市
政
。

一
期
目
四
年
間
の
実
績
を
市
民
が
ど
う
評
価
す
る
か
。

樹
皮
を
生
薬
に
変
え
る
伝
統
技
法

樹
皮
を
生
薬
に
変
え
る
伝
統
技
法

く
ね
く
ね
探
訪
団
、
今
回
は
下
呂

温
泉
。
岐
阜
県
中
部
に
位
置
し
、

草
津
、
有
馬
と
並
ぶ
日
本
三
名
泉
だ
。

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
す
る
「
温
故
知
新
」
の
企

業
活
動
で
知
ら
れ
る
。

　

象
徴
例
が
下
呂
膏
だ
。
樹
木

を
原
料
に
し
た
生
薬
配
合
の
貼
り

薬
（
膏
薬
）
だ
。
腰
痛
や
肩
こ
り
、

関
節
痛
、
神
経
痛
に
効
果
が
あ
る
。

相
撲
力
士
が
愛
用
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
伝
統
あ
る
貼
り
薬
だ
。

　

明
治
時
代
に
下
呂
の
接
骨
医

「
奥
田
又
右
衛
門
」
が
開
発
し
、

昭
和
初
期
か
ら
販
売
さ
れ
た
。
子

孫
が
秘
伝
を
引
継
ぎ
、
現
在
は
株

式
会
社
奥
田
又
右
衛
門
膏
本
舗
が

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

下
呂
膏
の
秘
伝
は
生
薬
成
分
と

和
紙
だ
。
主
な
生
薬
は「
黄
柏（
オ

ウ
バ
ク
）」
と
「
楊
梅
皮
（
ヨ
ウ

バ
イ
ヒ
）」。
黄
柏
は
落
葉
樹
の
キ

ハ
ダ
、
楊
梅
皮
は
常
緑
樹
の
ヤ
マ
モ

モ
の
樹
皮
が
原
材
料
だ
。

　

和
紙
は
美
濃
和
紙
。
楮
（
こ
う

ぞ
）
を
主
な
原
料
に
し
た
和
紙
だ
。

「
縦
揺
り
」
と
「
横
揺
り
」
の
ミ
ッ

ク
ス
と
い
う
伝
統
技
法
で
作
ら
れ

る
。
薄
く
て
丈
夫
、
耐
久
性
が
あ

る
の
が
特
徴
だ
。

　

天
然
の
植
物
成
分
を
柔
ら
か
く
て

丈
夫
、
肌
に
な
じ
む
美
濃
和
紙

に
塗
り
伸
ば
し
た
下
呂
膏
。
山

林
資
源
活
用
の
背
景
に
あ
る
の

が
、
御
嶽
山
の
麓
と
い
う
下
呂

温
泉
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

下
呂
膏
に
は「
黒
」「
白
」「
緑
」

の
三
種
類
が
あ
る
。
黒
の
下
呂

膏
は
昔
な
が
ら
の
定
番
。
白
の

下
呂
膏
は
慢
性
的
な
痛
み
、
緑

の
下
呂
膏
は
関
節
の
腫
れ
な
ど

急
性
症
状
に
効
く
と
言
わ
れ
る
。

　

相
撲
力
士
が
愛
用
し
た
定
番

貼
り
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
下
呂

膏
。
お
試
し
使
用
し
た
徳
島
県

民
か
ら
は
「
痛
み
が
す
っ
と
取

れ
た
」
「
貼
っ
た
ら
、
肩
が
軽

く
な
っ
た
」
と
上
々
の
評
価
だ
。

貼
り
薬
だ
け
で
な
く
コ
ス
メ

貼
り
薬
だ
け
で
な
く
コ
ス
メ

商
品
も
開
発

商
品
も
開
発

山
林
資
源
を
薬
用
貼
り
薬
に
生

か
し
た
下
呂
膏
。
定
番
商
品

の
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、「
温
故

知
新
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
コ
ス
メ
商
品
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
キ
ン
ケ
ア
で
は
、
化
粧
水
や

石
鹸
、
パ
フ
な
ど
だ
。
人
気
を

呼
ぶ
の
が
薬
用
化
粧
水
「
楊
貴
肌

（
よ
き
は
だ
）」。
薬
用
の
保
湿

成
分
を
配
合
し
、
肌
に
潤
い
を
与

え
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
楊
貴
妃
だ
。

　

ボ
デ
ィ
ケ
ア
で
は
入
浴
剤
や
ア

ロ
マ
シ
ー
ト
だ
。「
下
呂
膏
物
語

な
ご
み
し
ー
と
」
と
名
付
け
ら

れ
た
ア
ロ
マ
シ
ー
ト
は
、
天
然
精

油
の
ほ
の
か
な
香
り
が
癒
し
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

下
呂
膏
物
語
な
ご
み
シ
リ
ー
ズ

は
お
も
て
な
し
日
本
実
行
委
員
会

の
「
お
も
て
な
し
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
三
年
連
続
金
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
日
本
を
代
表
す
る
商
品
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

美
と
健
康
の
コ
ス
メ
業
界
に
も
進
出

す
る
下
呂
膏
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
で

な
く
、
他
企
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ミ
メ

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製

造
」
の
分
野
へ
も
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

薬
用
貼
り
薬
か
ら
コ
ス
メ
、
Ｏ

Ｅ
Ｍ
へ
と
進
化
す
る
下
呂
膏
。
豊

潤
な
山
林
資
源
と
生
薬
づ
く
り
の

伝
統
技
法
が
コ
ラ
ボ
し
た
温
故
知

新
マ
イ
ン
ド
が
、
日
本
三
名
泉
の

下
呂
温
泉
で
息
づ
い
て
い
る
。

後藤田知事は外国人宿泊者数が県全体で年間二十三万人泊と強調するが、空港もなく人口たった八万人の高山市は、市単独で九十八万人泊と徳島県の四倍強。

く
ね
く
ね

探
訪
団
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「
国
際
観
光
都
市
」
の
高
山
市
、「
農

「
国
際
観
光
都
市
」
の
高
山
市
、「
農

業
立
市
」
の
阿
波
市

業
立
市
」
の
阿
波
市

高
山
市
は
岐
阜
県
北
部
。
人
口
約
八

万
人
。面
積
は
全
国
市
町
村
で
ト
ッ

プ
。
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
古
い
街
並

み
、
世
界
遺
産
の
白
川
郷
が
有
名
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
が
殺
到
す
る
な
ど
国
際
観
光

都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。

岐
阜
県
は
歴
史
的
に
旧
美
濃
国
と
旧

飛
騨
国
で
構
成
さ
れ
、
現
在
も
県

南
部
の
美
濃
地
方
と
県
北
部
の
飛

騨
地
方
に
大
別
さ
れ
る
。
美
濃
地

方
の
中
心
が
岐
阜
市
、
飛
騨
地
方

の
中
心
が
高
山
市
だ
。

　

阿
波
市
は
徳
島
県
北
東
部
。
人

口
約
三
万
三
千
人
。
国
天
然
記
念

物
の
土
柱
や
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊

場
で
知
ら
れ
る
。
農
業
が
盛
ん
で
レ

タ
ス
や
な
す
の
生
産
量
は
中
四
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。「
農
業
立
市
」
の

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

高
山
市
、
阿
波
市
と
も
平
成
十
七
年

の
市
町
村
合
併
で
現
在
の
形
に
な
っ

た
。
高
山
市
は
九
町
村
の
編
入
合
併
。

阿
波
市
は
四
町
の
対
等
合
併
だ
。
一
般

会
計
の
予
算
規
模
は
高
山
市
が
九
百
億

円
、
阿
波
市
が
二
百
億
円
だ
。

両
市
長
の
対
談
を
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
た
山
口
衆
院
議
員
か
ら

は
「
対
談
を
契
機
に
交
流
推
進
を
」

と
の
親
書
が
町
田
市
長
に
託
さ

れ
、
高
山
市
役
所
で
町
田
市
長
が

田
中
市
長
に
手
渡
し
た
。

外
国
人
宿
泊
者
数
は
年
間
約

外
国
人
宿
泊
者
数
は
年
間
約

九
十
八
万
人
の
高
山
市
、
徳
島
県
全

九
十
八
万
人
の
高
山
市
、
徳
島
県
全

体
の
四
倍
強

体
の
四
倍
強

町
田
市
長
は
ま
ず
、
観
光
誘
客
の

秘
訣
を
田
中
市
長
に
聞
い
た
。

昨
年
の
観
光
客
数
約
四
七
九
万
人
の

高
山
市
。
外
国
人
宿
泊
者
数
は
約
九
十

八
万
人
。
徳
島
県
全
体
（
約
二
十
三
万

人
）
の
四
倍
強
だ
。

「
古
い
街
並
み
や
伝
統
文
化
、
食
べ
物

な
ど
を
求
め
て
多
く
の
方
が
観
光
に
来

て
頂
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
街
を
歩

い
て
楽
し
ん
で
頂
け
る
の
が
高
山
市
の

特
長
か
な
と
思
い
ま
す
」（
田
中
市
長
）。

　

人
気
ス
ポ
ッ
ト
が
市
内
中
心
部
の
古

い
街
並
み
。
江
戸
時
代
の
商
家
建
築
が

連
な
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
だ
。

細
長
い
街
路
の
両
側
に
酒
蔵
や
味
噌
蔵
、

土
産
物
店
、
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
る
。

　

人
力
車
も
走
る
。
外
国
人
が
ペ
ア
シ
ー

ト
に
座
り
、
カ
タ
コ
ト
英
語
の
車
夫
が

ガ
イ
ド
す
る
。
着
物
姿
の
外
国
人
も
街

を
散
策
す
る
。「
街
歩
き
プ
ラ
ン
」
と
言

わ
れ
る
和
服
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

外
国
人
宿
泊
者
で
最
も
多
い
の
が
台

湾
で
年
間
約
十
二
万
人
。
次
い
で
中
国
、

米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
英
国
、
タ
イ
、
豪

州
。
最
近
で
は
欧
米
か
ら
の
観
光
宿
泊

者
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
で

す
。
旅
行
会
社
と
か
民
間
主
導
で
や
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
行
政
は
経
済
行
為

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
民
間
の
方
々
が

ど
れ
だ
け
や
ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い

ま
す
」（
田
中
市
長
）。

　

田
中
市
長
は
元
市
職
員
。
定
年
退
職
後
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
を
専
門
と
す
る
旅
行

会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
飛
騨
・
高
山
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
専
務
理
事
も
務

め
た
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
だ
。

祇
園
祭
の
山
鉾
制
作
や
漆
塗
り
の
春
慶

な
ど
で
知
ら
れ
る
「
飛
騨
の
匠
」
も
観
光

資
源
だ
。
高
山
祭
の
屋
台
に
も
匠
の
技
が

生
か
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
中
東
情
勢

の
悪
化
で
約
四
千
人
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル

が
発
生
し
た
と
い
う
。

空
港
が
な
い
の
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

空
港
が
な
い
の
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
殺
到
す
る
高
山
市

客
が
殺
到
す
る
高
山
市

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
る
高
山
市
。
最
大
の
要
因

は
取
り
組
み
の
早
さ
だ
。
国
が
観

光
立
国
宣
言
を
し
た
の
が
平
成
十

五
年
。
高
山
市
は
十
八
年
前
の
昭

和
六
十
年
に
国
際
観
光
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
た
。

国
や
他
自
治
体
に
先
ん
じ
て
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
着
手
し
た

高
山
市
。
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
情
報
発
信
の
拡
充
、
通
訳
案
内

士
等
受
入
体
制
の
強
化
、
他
県
と

連
携
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
整

備
を
進
め
た
。

　
「
高
山
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
松
本

と
か
金
沢
と
か
県
境
を
越
え
て
一
緒

に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

岐
阜
に
は
空
港
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

成
田
や
羽
田
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

が
訪
れ
て
く
れ
ま
す
」（
田
中
市
長
）。

空
港
が
な
い
高
山
市
を
訪
れ
る
約

九
十
八
万
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
。

地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
地
域
資
源

を
掘
り
起
こ
せ
ば
、
国
内
外
か
ら
観
光
客

が
押
し
寄
せ
る
と
い
う
先
進
事
例
だ
。

観
光
拠
点
の
整
備
を
検
討
す
る
阿

観
光
拠
点
の
整
備
を
検
討
す
る
阿

波
市
、「
農
業
立
市
」
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

波
市
、「
農
業
立
市
」
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ

ア
ッ
プ

国
際
観
光
都
市
を
推
進
す
る
高

山
市
。「
空
港
が
な
く
て
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
来
る
」
と
の
田

中
市
長
の
言
葉
に
触
発
さ
れ
た
の

か
、
町
田
市
長
も
観
光
拠
点
整
備

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
た
。

「
阿
波
市
に
は
土
柱
や
た
ら
い
う

ど
ん
、
御
所
の
郷
、
遍
路
道
等
既
存

の
観
光
交
流
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
新

し
い
観
光
拠
点
を
整
備
す
る
予
定

で
す
」（
町
田
市
長
）。

　

新
拠
点
は
現
在
、
原
案
を
検
討
中

と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
中
に
完
成
予

定
の
徳
島
自
動
車
道
の
阿
波
・
市
場

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
関
連
し
た
観
光
交

流
や
物
産
販
売
の
拠
点
整
備
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

農
業
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
阿

波
市
。
野
菜
で
は
レ
タ
ス
や
な
す
、

さ
や
え
ん
ど
う
の
生
産
量
が
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
果
物
で
は
ぶ
ど
う

や
い
ち
ご
、
メ
ロ
ン
、
フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
等
の
生
産
が
盛
ん
だ
。

「
消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
農
産
物

を
提
供
す
る
た
め
に
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
特
産
品
認
証
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
販
売
促
進
で
は
、
国
道

沿
い
の
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
」（
町
田
市
長
）。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
は
国
道
三
一

八
号
線
沿
い
に
立
ち
並
ぶ
直
売
店

の
通
称
。
春
は
い
ち
ご
、
秋
は
ぶ

ど
う
。
朝
採
れ
の
新
鮮
な
果
物
が

店
頭
に
並
び
、
朝
か
ら
多
く
の
買

い
物
客
で
賑
わ
う
。

「
高
山
市
は
ト
マ
ト
や
リ
ン
ゴ

で
有
名
で
す
が
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー

ド
の
い
ち
ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
阿
波

市
の
果
物
も
絶
品
で
す
。
一
度
阿

波
の
新
鮮
な
味
覚
を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
」（
町
田
市
長
）。

町
の
美
観
と
生
活
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境
守
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ポ
イ

町
の
美
観
と
生
活
環
境
守
る
ポ
イ

捨
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例

捨
て
禁
止
条
例

高
山
市
の
古
い
街
並
み
を
視
察
し

た
町
田
市
長
は
、
路
上
に
ご
み

が
少
な
く
、
美
観
が
保
た
れ
て
い
る
こ

と
に
感
銘
を
受
け
る
。
田
中
市
長
に
よ

る
と
、
答
え
は
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
路

上
喫
煙
を
禁
止
し
た
条
例
だ
。

　
「
条
例
は
平
成
二
十
年
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
市
全
域
で
た
ば
こ
の
吸
い

殻
や
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
、
飼

い
犬
の
糞
の
放
置
な
ど
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
違
反
し
た
ら
千
円
の
過
料

が
科
せ
ら
れ
ま
す
」（
田
中
市
長
）。

　

阿
波
市
も
高
山
市
に
先
ん
じ
て
平

成
十
七
年
に
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
と
ふ

ん
害
防
止
の
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
過
料
は
五

万
円
以
下
。
市

民
へ
の
条
例
の

浸
透
度
は
国
際

観
光
都
市
の
高

山
市
が
先
行
し

て
い
る
よ
う
だ
。

　

高
山
市
で
は
秩

序
あ
る
都
市
景
観

の
創
出
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
美

し
い
景
観
と
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
条
例
だ
。
平
成

二
十
九
年
か
ら
は

太
陽
光
発
電
所
の

設
置
禁
止
地
区
を
設
け
て
い
る
。

「
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
方
針
で
す
。
古

い
街
並
み
も
条
例
で
建
物
の
高
さ
を
制
限

す
る
な
ど
、
調
和
の
取
れ
た
美
し
い
景
観

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
」（
田
中
市
長
）。
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ー
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行
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サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化

ビ
ス
の
効
率
化

行
財
政
改
革
も
議
論
さ
れ
た
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
だ
。
高
山
市
で

は
全
国
で
初
め
て
水
道
事
業
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
。
施
設
管
理
の
統
一

と
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
下
水
道
も
企
業
会
計
に
し
た
ん
で
す

け
ど
、
な
か
な
か
採
算
性
が
取
れ
な
い
の

が
実
情
で
す
。
行
財
政
改
革
で
は
公
共
施

設
や
学
校
の
統
廃
合
な
ど
も
今
後
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
課
題
で
す
」（
田
中
市
長
）。

　

阿
波
市
も
昨
年
度
に
五
年
間
の
行
財
政

改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
て
い
る
。
最

大
の
課
題
が
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
。

公
共
施
設
の
適
正
な
配
置
と
管
理
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

「
行
政
施
設
の
約
半
分
が
築
四
十
年
を

経
過
し
て
い
ま
す
。
高
山
市
の
よ
う
に
市

民
や
利
用
者
に
十
分
説
明
を
重
ね
な
が

ら
、
思
い
切
っ
た
行
財
政
改
革
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
町
田
市
長
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
続
く
）

▲「既存の観光交流資源を磨き上げるとともに、新しい観光拠点を整備「既存の観光交流資源を磨き上げるとともに、新しい観光拠点を整備
したい」と語る町田市長（右）。田中市長は「空港がなくてもプロモーショしたい」と語る町田市長（右）。田中市長は「空港がなくてもプロモーショ
ン次第で客はきます」とエールを送る。ン次第で客はきます」とエールを送る。

▲「古い街並みなど街を歩いて楽しんで頂けるのが、「古い街並みなど街を歩いて楽しんで頂けるのが、
高山の特長です」と語る田中市長（右）高山の特長です」と語る田中市長（右）

▲昭和初期から販売された下呂膏。肩こりや昭和初期から販売された下呂膏。肩こりや
腰痛、神経痛に効く生薬配合の貼り薬だ。腰痛、神経痛に効く生薬配合の貼り薬だ。

▲来年１０月完成予定の世界来年１０月完成予定の世界
総本山。総本山。

　
　
　
　
「
地
方
創
生
の
鍵
は
地
域
資
源
を
ど
う
掘
り
起
こ
す
か
」。
阿
波
市
の
町
田
寿
人
市

長
が
岐
阜
県
高
山
市
の
田
中
明
市
長
を
表
敬
訪
問
。
観
光
誘
客
や
ふ
る
さ
と
納
税
、

行
財
政
改
革
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。「
小
京
都
と
言
わ
れ
る
高

山
市
の
地
域
資
源
を
官
民
連
携
で
磨
き
上
げ
た
い
」
と
語
る
田
中
市
長
。
町
田
市
長

は
「
メ
イ
ン
は
農
業
立
市
。
新
し
い
観
光
拠
点
も
整
備
し
、市
内
外
に
発
信
し
た
い
」

と
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
強
調
し
た
。
両
市
長
の
対
談
は
阿
波
市
を
地
盤
と
す

る
山
口
俊
一
衆
院
議
員
と
高
山
市
を
地
盤
と
す
る
故
金
子
一
平
元
大
蔵
大
臣
と
後

継
者
で
あ
る
金
子
一
義
元
国
交
相
、
金
子
俊
平
元
衆
院
議
員
の
人
脈
で
実
現
し
た
。


